













































































































れた。求められる診療科から取り組むことが最善と考える。 2. ヒアリングより （1）
救急外来にMCを配置してほしいとの要望 配置が負担軽減に繋がるか業務を想定し
検証した。医師のみならず看護師の負担軽減にも繋がると考えられるため、検討を
重ね配置に繋げたい。（2）MCの負担が大きくなるのではないかとの意見 業務改善を
行い、スムーズにタスクシフティングが行えるよう取り組む。【考察】タスクシフティ
ングを進める上では、医師の求めていることを理解し推進していくことが重要と感
じた。今後もこのような活動を続け、一層タスクシフティングに努めていきたい。
P-4-51
2週間以内退院サマリー記載率向上への取り組み
高槻赤十字病院　診療情報管理課
◯田
た ば た
畑　理
り お
緒、宮崎　順平、澤田　真実、上成　弥生
【はじめに】当院は許可病床数446床を有し、診療録管理体制加算1を算定している。
当院の一昨年の2週間以内の退院サマリーの記載率は、平均92%であった。そこで、
記載率を向上させるための対策を行った結果、昨年度には平均93%にすることがで
きたので報告する。
【取り組み】当初の方法は、期日3日前のサマリーについて院内メールで毎日督促、
月に一度月報報告として院長・副院長・各診療科部長にサマリーの記載率、未記載
件数等を、メールで報告していた。方法を変更した点は次の3点である。1．院内メー
ルで督促するサマリ―を期日1週間前のものからに変更し、督促後3日以上経過して
も作成されないサマリ―についてはリストを作成し、担当医へ直接手渡しで依頼を
行った。2．記載依頼の方法を担当医と相談し、院内メールをする曜日・方法を変更
して督促を行った。3．担当医の不在時に期日が経過してしまうことを防ぐ為、長期
休みを事前に把握し、早めに記載依頼をするように取り組んだ。
【結果】取り組み始めて、平成30年7月には、14日以内退院サマリー記載率は93.6%
に向上した。半年後の12月の14日以内記載率は、95.0%まで向上し、昨年度の平均
記載率は93%となった。
【考察】今回の取り組みで、医師へ直接依頼を行ったり、相談したりするなど、医師
とメール上ではなく、直接コミュニケーションをとるようにしたことがこの成果に
つながった一番の要因だと考え、日頃のコミュニ―ケーションをとることの重要さ
を再確認した。また、今回の退院サマリー記載率向上への取り組みをする中で、サ
マリーの質的部分の向上の必要性を感じた。今後は、退院サマリ―の質的監査を定
期的に実施し結果を担当医へフィードバックし医療の質の向上につなげていきたい。
P-4-52
カルテ記載充実に向けた医師へのアプローチ
大阪赤十字病院　経理部　診療情報管理課
◯正
まさおか
岡　千
ち ひ ろ
尋
【はじめに】当院は大阪府大阪市に位置する急性期病院であり、診療情報管理課には8
名、うち診療情報管理士が5名配置されている。診療情報管理課の業務は多岐にわた
り、カルテ監査、院内がん登録、病名等のデータ登録、統計の作成と提供、紙カル
テの管理などを行なっている。これらの業務には、カルテ記載の質向上は重要である。
しかし、医師のカルテ記載への意識が問題視されたことから、まずはカルテ記載に
対する意識を高めてもらうことを目標に医師へアプローチを行なった。【方法】まず、
「カルテ記載について」の簡易マニュアルを作成した。紙カルテの借用方法、入院診
療計画書の書き方、退院サマリの作成、など当課の利用方法や診療録記載時の注意
事項を盛り込み、新採用医師へ配布した。また、研修医には年度初めに口頭で説明し、
診療科部長にも個別で退院サマリの承認や委譲者オーダー承認等の説明を併せて行
なった。現職の医師にもこれまで以上にサマリの記載や委譲者オーダー承認の依頼
を行なった。【結果】マニュアルの配布や、加えて対面で説明し当院のルールを伝え
ることで、期限までに記載するという意識をもってもらうことができ、正しい記載
方法も習慣づいてきている。例えば退院サマリであれば、過去数ヶ月間退院後2週間
以内作成率95%以上を維持できている。これも最初の意識付けが肝心で、結果的に
記載したという事実だけでなく、「期日までに作成すること」を当たり前と思っても
らうことが重要である。【考察とまとめ】当院のルールを伝えるだけでなく診療情報
提供や紙カルテの借用方法等も記載することで、当課が学会や研究に必要な情報を
提供している部署であると認識してもらうことができ、医師にとっても業務をスムー
ズに行える一因になったのではないかと考える。今後は、内容がより充実したもの
になるようアプローチしたい。
